
 浜田市立岡見小学校 心に残る文化財子ども塾  

 

 ６月１６日（月）には、浜田市立岡見小学校に伺いました。６年生９名の参加です。時間は９０分。

流れとしては、はじめに「奈良時代の石見国」について、発掘調査で判明したことを中心に幾つか

紹介しました。また、「奈良の大仏の実物大パネル」の組み立てを体験してもらい、実際の奈良の

大仏がどれ程の大きさなのか、身をもって感じてもらいました。大仏の姿・形についての質問もど

んどんあり、興味関心を強く持って学習に取り組んでくれました。 

 

  
▲ 「奈良時代の石見国」について学習です   ▲ 胴体部分まで仕上がりました！あと少し 

 

▲ 完成！思い思いの場所で大きさを体感   ▲ 開
かい

眼
げん

供養会の再現です 

 

【学習後の感想】 

・奈良時代の三隅の名前を知ることができたし、青浦にも古墳があることを知ったので、今度見に

行きたいなと思いました。 

・パネルを組み立ててみんなでつくるのがとても楽しかったです。質問のときにも、いろいろな話が

聞けて、私は初めて知ったことが多くてとてもいい勉強になりました。 

・大仏の右手は何も心配しなくてもいいという意味で、左手はあなたの願いをかなえてあげるよと

いう意味がこめられているのが分かってよかったです。 

 

浜田市立岡見小学校６年生の皆さん、先生方、ありがとうございました。 


